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登
場
人
物

ト
ウ
マ

カ
イ
ト

コ
イ
シ
カ
ワ

ミ
ズ
キ

コ
バ

ケ
ン
ジ
ロ
ウ

シ
ョ
ー
ン

ホ
ワ
イ
ト

エ
リ
ー

ヒ
ジ
カ
タ

シ
ゲ
ル

ヨ
シ
ナ
ガ
教
授

ト
ミ
オ
カ
長
官

ダ
テ
博
士

オ
ー
ト
マ
ト
ン

機
械
人
形
（
デ
ロ
ス
）

機
械
獣

ス
カ
ウ
ト

バ
ー
サ
ー
ク
（
偵
察
型
バ
ー
サ
ー
ク
）

機
械
獣

サ
テ
ラ
イ
ト

バ
ー
サ
ー
ク
（
小
型
バ
ー
サ
ー
ク
）

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス



○
衛
星
高
度

青
い
星
、
地
球
裵
裵
。

突
如
、
日
本
の
東
京
湾
に
閃
光
。

○
東
京
湾
岸
／
数
時
間
後

ベ
ー
ス

タ
イ
タ
ン
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
雲
を

突
く
程
に
巨
大
な
尖
塔
が
聳
え
立
っ
て
い
る
。

Ｎ

「
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
！

日
本
ば
か
り
で

は
な
い
裵
裵
」

○
世
界
各
国
Ｕ
Ｄ
Ｆ
基
地

北
米
、
豪
州
、
西
欧
、
南
米
裵
裵
、
世
界
各
主
要
地
区
に
尖

塔
が
佇
立
し
て
い
る
。

Ｎ

「
世
界
各
国
Ｕ
Ｄ
Ｆ
基
地
も
が
同
時
に
攻
撃
を
受
け
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
、
そ
の
機
能
を
失
っ
た
」

○
再
び
東
京
湾
岸

破
壊
さ
れ
た
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
の
残
骸
。

Ｎ

「
こ
の
ま
ま
世
界
人
類
は
未
来
を
失
い
滅
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
裵
裵
、
二
週
間
前
に
時
間
を
戻
そ
う
」

○
東
京
都
市
部

全
身
が
隠
し
武
器
の
痩
身
な
機
械
獣
、
ス
カ
ウ
ト

バ
ー
サ

ー
ク
と
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
交
戦
中
。

機
械
獣
、
ミ
ズ
キ
の
バ
ー
ド
１
を
破
砕
。

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
（
悲
鳴
）
裵
裵
く
ぅ
ぅ
ぅ
っ
！
」

１



○
東
京
都
市
部
／
地
上

カ
イ
ト
、
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
を
掲
げ
裵
裵
、
変
身
。

時
が
止
ま
る
裵
裵
。

○
光
の
ゾ
ー
ン

マ
ッ
ク
ス
の
声
「
カ
イ
ト
裵
裵
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
？
」

マ
ッ
ク
ス
「
裵
裵
私
は
も
う
す
ぐ
地
球
か
ら
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

カ
イ
ト
「
え
っ
裵
裵!

?

」

時
が
止
ま
っ
た
光
の
中
で
対
峙
す
る
カ
イ
ト
と
マ
ッ
ク
ス
。

マ
ッ
ク
ス
「
Ｍ
７
８
星
雲
に
帰
る
時
が
近
づ
い
て
い
る
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
う
ろ
た
え
て
い
る
）
」

○
東
京
都
市
部

出
現
し
た
マ
ッ
ク
ス
、
バ
ー
ド
１
を
キ
ャ
ッ
チ
す
べ
く
跳
躍
。

そ
の
マ
ッ
ク
ス
を
、
機
械
獣
、
攻
撃
。

苦
し
み
つ
つ
マ
ッ
ク
ス
、
バ
ー
ド
１
を
着
地
さ
せ
る
。

そ
の
背
後
に
襲
い
か
か
る
機
械
獣
。

街
の
そ
こ
こ
に
あ
る
オ
ー
ト
マ
ト
ン
、
見
て
い
る
。

マ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
召
喚
。

光
の
剣
で
、
機
械
獣
の
剣
群
を
な
ぎ
払
い
裵
裵

▼
機
械
獣
Ｐ
Ｏ
Ｖ
（
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
）

マ
ッ
ク
ス
の
動
き
、
武
器
を
激
烈
な
速
さ
で
計
測
中
。

マ
ッ
ク
ス
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ソ
ー
ド
、
遂
に
機
械
獣
の
体
を

真
っ
二
つ
に
割
き
裵
裵
、
爆
発
。

オ
ー
ト
マ
ト
ン
は
た
だ
無
反
応
に
そ
の
炎
を
見
つ
め
る
裵
裵
。

２



○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
／
夜

平
和
が
戻
っ
た
東
京
裵
裵
。

Ｎ

「
正
体
不
明
の
機
械
獣
は
マ
ッ
ク
ス
と
ダ
ッ
シ
ュ
に
倒
さ
れ
、
平
和

な
夜
が
戻
っ
た
裵
裵
」

○
同
／
テ
ラ
ス

星
空
を
見
上
げ
る
ミ
ズ
キ
と
エ
リ
ー
、
そ
し
て
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)
マ
ッ
ク
ス
は
も
う
す
ぐ
地
球
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
裵
裵
。
そ
う
し
た
ら
、
俺
た
ち
だ
け
で
こ
の
星
を
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
カ
イ
ト
、
何
考
え
て
る
の
？
」

カ
イ
ト
「
え
っ!

?

あ
、
い
や
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
平
和
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
…
…
。
あ

そ
う
だ
、
エ
リ
ー
に
は
未
来
予
知
能
力
っ
て
あ
る
？
」

エ
リ
ー
「
予
知
で
は
な
く
予
測
で
す
」

ミ
ズ
キ
「
ね
、
地
球
は
い
つ
か
平
和
に
な
る
よ
ね
。
あ
た
し
た
ち
が
生
き
て

る
内
に
、
怪
獣
と
か
侵
略
と
か
、
人
間
同
士
の
戦
争
と
か
も
無
く

な
っ
て
、
平
和
に
な
っ
て
る
か
な
ぁ
」

エ
リ
ー
「
人
類
が5

0

年
後
に
平
和
に
繁
栄
し
て
い
る
可
能
性
は
、6

2

％
で
す
」

カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
、
険
し
い
顔
に
。

カ
イ
ト
「
そ
ん
な
に
低
い
の
か
…
…
」

エ
リ
ー
「
裵
裵
ミ
ズ
キ
隊
員
が5

0

年
後
に
生
き
て
い
る
可
能
性
は
裵
裵
、2

8

％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

ミ
ズ
キ
「
え
ッ
裵
裵
、
ど
う
し
て
…
…
。
あ
た
し
も
っ
と
早
く
死
ぬ
っ
て
事

…
…
？

あ
た
し
、
い
つ
死
ぬ
の
…
…
？
」

カ
イ
ト
「
よ
せ
ミ
ズ
キ
。
そ
ん
な
事
聞
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
強
く
）
知
り
た
い
の
！
裵
裵
（
声
を
落
と
し
）
あ
た
し
、

ず
っ
と
厭
な
夢
ば
か
り
見
て
る
の
…
…
。
エ
リ
ー
、
教
え
て
」

エ
リ
ー
「
（
暫
く
黙
り
、
じ
っ
と
ミ
ズ
キ
を
見
つ
め
て
い
た
が
）
裵
裵
ミ
ズ

キ
隊
員
の
こ
れ
ま
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
於
け
る
負
傷
率
か
ら
導
か

れ
る
予
測
に
よ
り
、
ミ
ズ
キ
隊
員
が
一
年
以
内
に
死
亡
す
る
確
率

は4
8

％
で
す
」

ミ
ズ
キ
「
（
衝
撃
）
」

３



○
街
の
そ
こ
こ
こ

路
傍
裵
裵
、
橋
の
縁
裵
裵
、
公
園
裵
裵

5
0
c
m

程
の
銅
の
様
な
質
感
の
人
形
が
置
き
去
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
目
を
留
め
る
人
は
い
な
い
。

と
裵
裵
、
そ
れ
ま
で
静
か
だ
っ
た
オ
ー
ト
マ
ト
ン
達
、
一
斉

に
口
を
開
き
始
め
裵
裵

オ
ー
ト
マ
ト
ン
「
地
上
の
人
間
達
に
宣
告
す
る
裵
裵
」

○
街

オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
声
が
重
な
っ
て
い
く
。

オ
ー
ト
マ
ト
ン
「

(

オ
フ)

今
す
ぐ
、
地
球
を
汚
す
戦
争
行
為
を
や
め
よ
。

化
石
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
経
済
活
動
を
や
め
よ
」

▼
工
場
の
煙
突
が
吐
き
出
す
煙
（
ス
チ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

▼
渋
滞
す
る
道
の
車
の
排
気
煙
（
ス
チ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

オ
ー
ト
マ
ト
ン
「

(

オ
フ)

地
球
人
類
が
、
地
球
大
気
を
汚
す
事
で
し
か
文

明
を
築
け
な
い
の
な
ら
、
文
明
を
捨
て
て
退
化
せ
よ
」

○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
／
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
司
令
室

モ
ニ
タ
か
ら
流
れ
る
音
声
を
聞
い
て
い
る
隊
員
。

オ
ー
ト
マ
ト
ン
「

(

オ
フ)

今
か
ら3

0

時
間
以
内
に
、
地
上
の
人
類
が
全
て

の
経
済
活
動
を
止
め
ね
ば
、
我
々
デ
ロ
ス
は
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス

テ
ム
を
起
動
し
、
全
世
界
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
基
地
を
破
壊
す
る
裵
裵
」

○
司
令
室

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
沈
痛
）3

0

時
間
以
内
、
っ
て
…
…
」

エ
リ
ー
「
世
界
各
国
で
、
同
じ
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
デ
ロ
ス
と
は
何
者
な
ん
だ
…
…
」

モ
ニ
タ
に
映
る
、
科
学
分
析
室
の
ヨ
シ
ナ
ガ
。

モ
ニ
タ
内
ヨ
シ
ナ
ガ
「
お
し
ゃ
べ
り
人
形
の
分
析
を
始
め
て
い
る
わ
」

４



ヨ
シ
ナ
ガ
の
背
後
の
台
に
は
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
。

モ
ニ
タ
内
ヨ
シ
ナ
ガ
「
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム
で
動
い
て
い
る
の
か
不
明
だ
け

ど
、
た
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
さ
そ
う
ね
」

シ
ョ
ー
ン
「

A
u
t
o
m
a
t
o
n

…
…
」

コ

バ
「
オ
ー
ト
マ
ト
ン
？
」

シ
ョ
ー
ン
「
昔
の
機
械
仕
掛
け
の
人
形
の
事
だ
よ
」

コ

バ
「
じ
ゃ
あ
、
あ
れ
を
作
っ
た
の
は
人
間
て
こ
と
か
よ!

?

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
待
て
、
結
論
を
急
ぐ
な
。
エ
リ
ー
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
監
視
衛
星
の
警
戒

体
制
を
強
め
、
宇
宙
か
ら
の
侵
略
を
警
戒
し
ろ
」

エ
リ
ー
「
了
解
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
、
デ
フ
コ
ン
３
に
設
定
」

▼
モ
ニ
タ
に
映
る
Ｕ
Ｄ
Ｆ
監
視
衛
星
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
。

沈
痛
な
顔
で
い
た
ミ
ズ
キ
裵
裵
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
手
に
し

ミ
ズ
キ
「
基
地
の
周
囲
を
調
査
し
て
き
ま
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
よ
し
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
自
分
も
行
き
ま
す
（
後
を
追
う
）
」

○
科
学
解
析
室

助
手
と
共
に
、
ヨ
シ
ナ
ガ
は
オ
ー
ト
マ
ト
ン
を
分
解
。

脳
に
当
た
る
部
位
に
直
径
１
５
セ
ン
チ
程
の
塊
が
あ
る
。

ヨ
シ
ナ
ガ
「
こ
れ
が
オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
コ
ア
か
し
ら
…
…
」

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
車
内

ミ
ズ
キ
「2

9

時
間
後
、
何
が
起
き
る
の
裵
裵
？

そ
の
時
、
あ
た
し
も
裵
裵
」

カ
イ
ト
「
莫
迦
な
事
考
え
る
な
よ
！

ミ
ズ
キ
！

君
は
こ
の
星
が
平
和
に

な
る
ま
で
絶
対
生
き
る
ん
だ
！
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
弱
い
笑
み
）
５
０
年
後
…
…
。
そ
の
頃
カ
イ
ト
は
ど
う
し

て
る
ん
だ
ろ
う
ね
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
俺
だ
っ
て
、
ミ
ズ
キ
と
一
緒
に
生
き
て
る
さ
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
え
？
（
当
惑
）
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
い
や
、
一
緒
っ
て
、
そ
う
い
う
意
味
と
か
じ
ゃ
な
く
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
あ
っ
、
あ
そ
こ
に
も
！
」

カ
イ
ト
「
！
」

５



○
湾
岸
地
区

車
か
ら
降
り
る
カ
イ
ト
ら
。

車
道
の
傍
ら
に
置
か
れ
て
い
る
オ
ー
ト
マ
ト
ン
を
、
遠
巻
き

に
付
近
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
見
て
い
る
。

ミ
ズ
キ
「
下
が
っ
て
下
さ
い
！
」

近
づ
く
カ
イ
ト
裵
裵
。

と
！

突
如
オ
ー
ト
マ
ト
ン
、
口
蓋
を
開
く
。

オ
ー
ト
マ
ト
ン
「
（
心
の
声
）
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
、
こ
の
星
か
ら
去

れ
。
デ
ロ
ス
の
邪
魔
を
し
な
い
で
く
れ
」

カ
イ
ト
「
！

誰
な
ん
だ!

?
」

ミ
ズ
キ
「
え
、
カ
イ
ト
ど
う
し
た
の!

?

」

カ
イ
ト
「
裵
裵
い
や
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
で
通
信
。

ミ
ズ
キ
「
こ
ち
ら
ミ
ズ
キ
。
エ
リ
ア
Ｊ
Ｔ
２
４
０
に
て
オ
ー
ト
マ
ト
ン
発
見
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
オ
フ
）
す
ぐ
基
地
に
戻
れ
。
事
態
が
急
変
し
た
」

カ
イ
ト＋

ミ
ズ
キ
「
！
」

○
モ
ニ
タ
内
映
像
／
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン

太
平
洋
上
に
浮
か
ぶ
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
が
突
如
、
地
下

か
ら
の
攻
撃
を
受
け
爆
発
。

○
司
令
室

画
面
を
見
て
凍
り
つ
く
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
隊
員
。

と
、
モ
ニ
タ
に
は
輸
送
機
内
の
ダ
テ
博
士
の
顔
が
映
る
。

ダ
テ
博
士
「
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
は
、
地
下
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
て
壊
滅

し
た
が
、
。
攻
撃
の3

0

分
前
に
、
例
の
機
械
人
形
か
ら
の
通
信
が

入
っ
て
警
告
を
受
け
た
為
、
幸
い
基
地
の
隊
員
は
全
員
無
事
だ
」

ト
ミ
オ
カ
長
官
「
（
安
堵
）
無
事
で
良
か
っ
た
…
…
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
し
か
し
何
故
、
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
が
最
初
に
…
…
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
（
思
案
）
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
は
、
地
殻
探
査
を
メ
イ
ン
に

６



調
査
し
て
い
た
。
（
悟
る
）
ど
う
や
ら
敵
は
、
あ
た
し
た
ち
の
足

元
に
い
る
様
よ
」

ヒ
ジ
カ
タ
「!

?

」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
あ
の
オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
機
械
部
分
に
使
わ
れ
て
い
る
金
属
は
元

素
１
１
９
。
地
下
８
千
ｍ
に
し
か
存
在
し
な
い
も
の
な
の
」

シ
ョ
ー
ン
「I

c
a
n
'
t

b
e
l
i
e
v
e

t
h
i
s
.
.
.

こ
の
地
球
に
、
人
類
以
外
の

文
明
が
あ
る
な
ん
て
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
エ
リ
ー
、
地
殻
調
査
の
最
新
リ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
」

エ
リ
ー
「
了
解
」モ

ニ
タ
に
映
る
、
地
球
断
面
図
。

エ
リ
ー
「
地
球
は
、
核
の
上
を
マ
ン
ト
ル
が
対
流
し
、
そ
の
上
に
我
々
が
住

む
地
殻
が
極
く
薄
く
表
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
殻
は
厚
く
て

も3
0
k
m

。
ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
沖
で
は1

0
k
m

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ベ
ー
ス

ポ
セ
イ
ド
ン
の
地
殻
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
殻
を

深
く
掘
っ
て
、
地
球
の
事
を
調
べ
て
い
ま
し
た
」

コ

バ
「
そ
の
調
査
が
気
に
入
ら
な
い
奴
が
い
た
っ
て
事
か
…
…
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
（
頷
き
）
地
殻
と
マ
ン
ト
ル
の
境
目
、
モ
ホ
ロ
ビ
ッ
チ
不
連
続

面
に
は
、
我
々
が
知
ら
な
い
空
間
が
あ
る
み
た
い
。
そ
れ
を
、
地

殻
調
査
船
が
突
き
止
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
」

シ
ョ
ー
ン
「
流
れ
て
い
る
マ
ン
ト
ル
の
上
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
空
間
も
常
に

移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
訳
だ
裵
裵
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
思
案
）
エ
リ
ー
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
に
バ
ー
ド
３
を
搭
載
、

ド
リ
ル

ユ
ニ
ッ
ト
装
備
」

エ
リ
ー
「
了
解
」

ト
ミ
オ
カ
「
ど
う
す
る
の
だ
ね
、
ヒ
ジ
カ
タ
隊
長
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
デ
ロ
ス
と
交
渉
を
試
み
ま
す
。
地
上
に
こ
れ
ま
で
無
干
渉
で
あ

っ
た
彼
ら
が
ど
う
し
て
今
、
攻
撃
し
て
来
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
真
意
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
」

拝
命
姿
勢
を
と
る
二
人
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
君
た
ち
に
バ
ー
ド
３
で
、
デ
ロ
ス
の
い
る
と
こ
ろ
へ
向
か
っ
て

貰
う
。
コ
バ
、
シ
ョ
ー
ン
は
マ
ザ
ー
で
バ
ー
ド
３
を
移
送
」

隊

員
「
了
解
！
」

○
湾
岸
地
区
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避
難
し
て
い
く
市
民
。

警
察
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
こ
の
地
区
に
は
現
在
避
難
警
告
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
人
は
即
刻
退
避
し
て
下
さ
い
」

じ
っ
と
虚
空
を
見
据
え
て
い
る
オ
ー
ト
マ
ト
ン
。

Ｎ

「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
と
警
察
の
協
力
に
よ
り
、
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
付
近
の
住
民

は
避
難
さ
れ
ら
れ
た
」

○
太
平
洋
上

飛
行
す
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
／
オ
フ
）
デ
ロ
ス
の
調
査
が
目
的
だ
。
い
き
な
り
攻
撃

す
る
な
」

○
バ
ー
ド
３
／
マ
ザ
ー

コ
ク
ピ
ッ
ト

カ
イ
ト
「
了
解
」

モ
ニ
タ
内
エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
」

ミ
ズ
キ
「
？
」

モ
ニ
タ
内
エ
リ
ー
「
（
無
表
情
に
）
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
判
っ
て
る
。
あ
り
が
と
う
、
エ
リ
ー
」

モ
ニ
タ
内
エ
リ
ー
「
…
…
」

コ

バ
「
カ
イ
ト
！

ミ
ズ
キ
！

頼
ん
だ
ぜ
！
」

シ
ョ
ー
ン
「
無
事
を
祈
っ
て
る
よ
！
」

○
太
平
洋
上

マ
ザ
ー
か
ら
発
進
す
る
バ
ー
ド
３
（
ド
リ
ル
ノ
ー
ズ
装
着
）

そ
の
ま
ま
海
に
潜
っ
て
い
く
。

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
海
底
ま
で
１
５
０
ｍ
裵
裵
。
バ
ー
ド
３
、
モ
ー
ド

チ
ェ
ン
ジ
」
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カ
イ
ト
「
バ
ー
ド
３
、
モ
ー
ド

チ
ェ
ン
ジ
（
操
作
）
」

○
海
底

降
下
し
て
き
た
バ
ー
ド
３
、
潜
水
モ
ー
ド
か
ら
ド
リ
ル
タ
ン

ク
モ
ー
ド
に
。

ミ
ズ
キ
「

(

オ
フ
／
無
線
）
バ
ー
ド
３
、
地
中
に
潜
り
ま
す
」

○
司
令
室

エ
リ
ー
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
、
帰
投
し
ま
し
た
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
ト
ミ
オ
カ
に
）
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
を
臨
時
基
地
と
し
て
手
配

し
ま
し
た
。
長
官
も
そ
ろ
そ
ろ
退
避
を
」

ト
ミ
オ
カ
「
世
界
Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
総
意
は
、
同
じ
地
球
に
住
む
者
同
士
な
ら
、
戦

わ
ず
に
解
決
し
た
い
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
地
上
の
工
場
を

全
て
一
斉
に
止
め
、
自
動
車
、
飛
行
機
の
使
用
を
禁
じ
る
な
ど
不

可
能
だ
。
交
渉
が
不
可
能
だ
っ
た
場
合
、
防
衛
戦
争
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
私
は
覚
悟
が
出
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
裵
裵
」

ト
ミ
オ
カ
「
裵
裵
今
は
カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
に
託
そ
う
…
…
」

眼
前
の
仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
見
つ
め
て
い
る
エ
リ
ー
。

○
地
中

岩
盤
を
突
き
進
む
バ
ー
ド
３
。
ド
リ
ル
で
岩
盤
を
破
砕
し
、

ド
リ
ル
基
部
か
ら
発
す
る
超
音
波
ス
マ
ッ
シ
ャ
ー
で
砕
い
た

岩
を
液
状
化
さ
せ
、
滑
ら
か
に
掘
り
進
ん
で
い
く
。

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト

カ
イ
ト
「
モ
ホ
ロ
ビ
ッ
チ
不
連
続
面
到
達
ま
で
、
あ
と
二
千
ｍ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
了
解
裵
裵
」

沈
黙
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
あ
の
、
エ
リ
ー
の
予
測
、
だ
け
ど
…
…
」
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ミ
ズ
キ
「
裵
裵
大
丈
夫
だ
よ
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
人
間
は
滅
ん
だ
り
な
ん
か
し
な
い
し
裵
裵
、
あ
た
し
だ
っ
て

絶
対
生
き
残
っ
て
裵
裵
、
幸
せ
に
な
る
」

ミ
ズ
キ
、
輝
く
様
な
微
笑
み
を
カ
イ
ト
に
向
け
る
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
う
ん
…
…
」

地
殻
を
割
っ
て
進
む
バ
ー
ド
３
。

カ
イ
ト
「
裵
裵

(
モ
ノ)

い
つ
ま
で
も
マ
ッ
ク
ス
に
頼
れ
な
い
っ
て
事
は
、

も
う
考
え
て
い
た
事
だ
裵
裵
。
俺
た
ち
自
身
が
頑
張
っ
て
未
来
を

変
え
て
か
な
き
ゃ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
マ
ッ
ク
ス
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
な
…
…
」

カ
イ
ト
「
（
仰
天
）
ど
っ
、
え
っ!

?
」

ミ
ズ
キ
「
（
く
す
）
何
そ
ん
な
に
驚
い
て
る
の
？

も
し
か
し
て
、
マ
ッ
ク

ス
の
事
考
え
て
た
？
」

カ
イ
ト
「
な
、
え
、
う
ん
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
遠
く
の
星
か
ら
来
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
…
…
。
あ
た
し
た
ち
人
類
も

平
和
に
な
っ
た
ら
、
遠
い
星
に
旅
立
て
た
り
す
る
の
か
な
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
微
笑
）
へ
え
…
…
、
そ
ん
な
想
像
し
て
た
ん
だ
」

ミ
ズ
キ
「
あ
た
し
は
、
星
の
世
界
が
好
き
だ
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
た
ん

だ
よ
（
微
笑
）
。
本
当
は
遠
い
星
に
ま
で
だ
っ
て
飛
ん
で
み
た
い
」

カ
イ
ト
「
（
苦
笑
）
今
は
そ
の
逆
だ
け
ど
ね
」

笑
い
あ
う
二
人
。

と
、
突
如
ウ
ォ
ー
ニ
ン
グ
が
鳴
る
。

カ
イ
ト
「!

?

（
パ
ネ
ル
見
て
）
セ
ン
サ
ー
の
表
示
が
お
か
し
い
！

ま
ず

い!
!

岩
盤
が
無
く
な
る
！
」

ミ
ズ
キ
「
前
進
微
速
、
ド
リ
ル
停
止
」

激
し
い
振
動
。

カ
イ
ト
「
く
っ
っ
！

気
づ
く
の
が
遅
か
っ
た!

!

」

○
地
中
大
空
洞

広
大
な
る
空
洞
の
天
井
部
に
穴
が
空
き
、
バ
ー
ド
３
の
ド
リ
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ル
が
突
き
出
し
裵
裵
落
下
し
始
め
る
。

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト

眼
下
に
広
が
る
の
は
異
景
。
淡
い
光
の
中
、
数
百
ｍ
下
の
底

に
は
人
類
と
は
異
な
る
文
化
が
築
い
た
異
形
の
都
市
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ!

!

フ
ラ
イ
ン
グ

モ
ー
ド
に
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
ド
リ
ル

ユ
ニ
ッ
ト
付
き
じ
ゃ
飛
べ
な
い
の!

!

け
ど
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
、
必
死
に
パ
ネ
ル
操
作
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
浮
上
エ
ン
ジ

ン
起
動
。

操
縦
桿
を
必
死
に
引
く
ミ
ズ
キ
。
カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
の
背
後

か
ら
被
さ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
操
縦
桿
を
引
く
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ!

!

裵
裵
俺
た
ち
は
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
く
ぅ
ぅ
ぅ
っ
っ
っ
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
俺
た
ち
は
絶
対
裵
裵
」

○
地
中
大
空
洞

ヘ
ッ
ド

ヘ
ヴ
ィ
態
勢
の
ま
ま
、
降
下
し
て
い
く
バ
ー
ド
３
。

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
と
カ
イ
ト
、
渾
身
の
力
で
操
縦
桿
を
引
く
。

カ
イ
ト＋

ミ
ズ
キ
「
（
気
合
）
」

○
地
中
大
空
洞
／
デ
ロ
ス
都
市

失
速
し
墜
落
し
そ
う
な
が
ら
も
、
都
市
群
の
す
ぐ
上
空
に
て

辛
う
じ
て
態
勢
を
立
て
直
す
が
裵
裵
、
着
地
失
敗
！

衝
撃
で
上
下
反
転
し
な
が
ら
地
滑
り
し
裵
裵
、
停
止
。

○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
／
ゲ
ー
ト

Ｕ
Ｄ
Ｆ
職
員
達
の
避
難
が
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。
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Ｕ
Ｄ
Ｆ
隊
員
１
「
こ
れ
で
最
後
か!

?

」

Ｕ
Ｄ
Ｆ
隊
員
２
「
確
認
し
ま
し
た
。
総
員
退
避
し
ま
し
た
」

基
地
か
ら
飛
び
立
つ
マ
ザ
ー
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
、
ト
ミ
オ
カ
、
エ
リ
ー
が
搭
乗
し
て
い
る
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
を
聞
き
）
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
の
退
避
、
完
了
し
ま
し
た
」

ト
ミ
オ
カ
「
０
時
ま
で
、
あ
と
１
５
分
か
裵
裵
」

エ
リ
ー
は
、
無
表
情
の
ま
ま
コ
コ
を
抱
い
て
い
る
。

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
と
カ
イ
ト
隊
員
は
…
…
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
定
時
連
絡
が
来
て
な
い
な
…
…
。
エ
リ
ー
、
呼
ん
で
く
れ
」

エ
リ
ー
「
了
解
。
（
通
信
モ
ー
ド
）
ミ
ズ
キ
隊
員
応
答
願
い
ま
す
」

ザ
ザ
ッ
裵
裵
。
ノ
イ
ズ
し
か
聞
こ
え
ず
。

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
、
カ
イ
ト
隊
員
、
応
答
願
い
ま
す
裵
裵
」

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト
（
上
下
反
転
）

キ
ャ
ノ
ピ
ー
は
割
れ
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
（
や
や
頭
を
打
っ
て
い
る
）
ミ
ズ
キ
裵
裵
大
丈
夫
か
…
…
」

見
る
と
、
ミ
ズ
キ
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
前
方
で
不
自
然
な
屈
曲
を

し
気
を
失
っ
て
い
た
。

カ
イ
ト
「
ミ
、
ミ
ズ
キ!

!

」

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
コ
ク
ピ
ッ
ト

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
裵
裵
、
応
答
裵
裵
」

エ
リ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｖ
。
カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
の
ヴ
ァ
イ
タ
ル

サ
イ

ン

モ
ニ
タ
表
示
が
ス
ー
パ
ー

イ
ン
ポ
ー
ズ
さ
れ
る
。

ミ
ズ
キ
の
ウ
ェ
ー
ヴ
、
弱
ま
っ
て
い
る
。

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
の
生
命
反
応
、
低
下
…
…
」

○
バ
ー
ド
３
コ
ク
ピ
ッ
ト
脇

１２



必
死
に
ミ
ズ
キ
の
体
を
、
機
内
か
ら
引
き
出
す
カ
イ
ト
。

ミ
ズ
キ
「
し
っ
か
り
し
ろ
ミ
ズ
キ
！
」

ハ
ッ
と
時
計
を
見
る
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
あ
と
３
分
…
…
。
く
そ
っ
！

ミ
ズ
キ
、
待
っ
て
て
く
れ
よ
！
」

○
デ
ロ
ス
都
市

バ
ー
ド
３
か
ら
降
り
立
つ
カ
イ
ト
。

周
辺
の
巨
大
建
築
物
は
、
ま
る
で
遺
跡
の
様
。
そ
の
都
市
に

動
く
者
の
影
は
無
い
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
お
お
お
お
い
！

地
上
か
ら
話
を
し
に
来
た
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

カ
イ
ト
の
声
、
反
響
し
、
共
鳴
し
て
い
く
。
し
か
し
返
答
は

無
い
。
ま
る
で
墓
標
の
様
に
、
無
数
の
カ
プ
セ
ル
が
地
面
か

ら
壁
面
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
無
茶
な
要
求
を
し
な
い
で
く
れ
！

地
上
に
は
平
和
を
望
む
人
間

が
大
勢
暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
！
」

答
え
は
無
い
裵
裵
と!

!

、
突
如
起
こ
る
地
響
き
。

カ
イ
ト
「!

?

」
都
市
建
造
物
の
遥
か
後
方
か
ら
、
巨
大
な
尖
塔
型
ミ
サ
イ
ル

が
何
本
も
突
出
。
伽
藍
の
天
井
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
く
。

カ
イ
ト
「
（
愕
然
）
攻
撃
を
始
め
た
の
か!

?

裵
裵
よ
せ
え
え
え
え
え!

!

」

○
湾
岸
部

無
人
の
街
の
路
傍
に
立
つ
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
、
口
を
開
き
、

ま
る
で
笑
う
か
の
様
に
揺
れ
て
い
る
。

○
マ
ザ
ー
コ
ク
ピ
ッ
ト

エ
リ
ー
「
０
時
ま
で
、
４
０
秒
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
カ
イ
ト
…
…
」

○
デ
ロ
ス
都
市
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伽
藍
の
天
井
に
は
、
数
十
の
巨
大
孔
が
空
き
、
尖
塔
ミ
サ
イ

ル
は
全
て
発
射
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

カ
イ
ト
「
こ
こ
ま
で
来
て
裵
裵
、
何
に
も
出
来
な
か
っ
た
の
か
…
…
？

馬
鹿
野
郎
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ!

!

何
故
こ
ん
な
事
を!

!
!
!

」

カ
イ
ト
、
喚
き
な
が
ら
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
を
抜
き
裵
裵

と
！

カ
イ
ト
の
眼
前
に
ふ
っ
と
現
れ
、
制
止
す
る
様
に
掌

を
突
き
出
す
マ
ッ
ク
ス
（
の
幻
影
）
。

マ
ッ
ク
ス
「
カ
イ
ト
、
変
身
し
て
は
な
ら
な
い
」

カ
イ
ト
「
何
故
だ
！

地
上
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ!

!

」

マ
ッ
ク
ス
「
こ
れ
は
地
球
と
い
う
同
じ
星
の
異
な
る
文
明
同
士
の
諍
い
だ
。

私
が
そ
の
争
い
に
加
担
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
冷
静
に
な
っ
て
い
る
）
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
、
俺
を
信
じ
て
く

れ
。
俺
は
マ
ッ
ク
ス
の
力
で
、
デ
ロ
ス
を
滅
ぼ
す
事
な
ど
し
な
い
」

幻
の
マ
ッ
ク
ス
、
俯
き
思
案
す
る
。

カ
イ
ト
「
俺
は
、
み
ん
な
を
助
け
た
い
ん
だ
よ
裵
裵
」

カ
イ
ト
の
前
に
、
も
う
マ
ッ
ク
ス
は
い
な
い
。

ジ
ャ
キ
ン
裵
裵
。
背
後
か
ら
突
然
聞
こ
え
る
金
属
擦
過
音
。

カ
イ
ト
「
（
振
り
向
き
）
裵
裵!

!

」

カ
イ
ト
に
襲
い
か
か
る
、
小
型
機
械
獣
の
脚
。

○
無
人
の
司
令
室

モ
ニ
タ
に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

「
３
裵
裵
、
２
裵
裵
、
１
」

と
、
や
や
し
て
激
し
く
揺
れ
だ
す
司
令
室
。

○
マ
ザ
ー
／
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「!

!

始
ま
っ
た
！
」

ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
は
、
下
部
か
ら
閃
光
に
包
ま
れ
て
い
く
。

ヒ
ジ
カ
タ
、
操
縦
桿
を
引
き
、
急
上
昇
。

衝
撃
波
が
遅
れ
て
襲
い
か
か
り
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
揺
れ
る
。

コ

バ
「
く
そ
お
お
お
っ
っ
！

ベ
ー
ス

タ
イ
タ
ン
が!

!

」
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○
東
京
湾
岸

ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
が
粉
砕
さ
れ
衝
撃
波
が
周
囲
を
破
砕
。

そ
し
て
裵
裵
、
地
下
よ
り
屹
立
し
だ
す
、
鈍
色
の
尖
塔
。

○
デ
ロ
ス
都
市

カ
イ
ト
、
バ
ー
サ
ー
ク
に
両
腕
を
掴
ま
れ
持
ち
上
げ
ら
れ
る
。

カ
イ
ト
「
俺
は
闘
い
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ!

!

」

バ
ー
サ
ー
ク
の
鋭
い
爪
が
、
カ
イ
ト
を
引
き
裂
か
ん
と
開
く
。

ミ
ズ
キ
「
離
し
な
さ
い!

!
」

カ
イ
ト
「
！
」

口
端
に
血
を
滲
ま
せ
、
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
ミ
ズ
キ
、
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｈ
パ
ッ
ド
を
掲
げ
、
強
い
目
で
バ
ー
サ
ー
ク
を
睨
む
。

ミ
ズ
キ
「
（
パ
ッ
ド
を
片
手
で
操
作
）
カ
イ
ト
を
離
さ
な
い
と
バ
ー
ド
３
を

こ
こ
で
自
爆
さ
せ
る
わ
」

背
後
の
バ
ー
ド
３
、
照
明
を
点
灯
し
低
い
唸
り
音
上
げ
る
。

ミ
ズ
キ
「
密
閉
さ
れ
た
こ
の
空
間
で
バ
ー
ド
３
が
爆
発
し
た
ら
、
こ
の
都
市

ご
と
消
滅
す
る
わ
よ
！
」

と
裵
裵
、
バ
ー
サ
ー
ク
、
軋
む
様
な
合
成
声
を
発
す
る
。

バ
ー
サ
ー
ク
「
我
は
バ
ー
サ
ー
ク
。
デ
ロ
ス
を
保
護
す
る
シ
ス
テ
ム
」

カ
イ
ト
「!

?

」

○
東
京
湾
岸

そ
び
え
立
つ
尖
塔
裵
裵
。
そ
の
先
端
か
ら
は
テ
ス
ラ
電
光
が

激
し
く
起
こ
っ
て
い
る
そ
こ
へ
接
近
す
る
バ
ー
ド
１
、
２
。

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
く
そ
う
裵
裵
、
こ
ん
な
莫
迦
デ
カ
い
も
ん
突
き
出
し
や
が
っ
て
。

ス
ネ
ー
ク
ウ
ィ
ザ
ー
ド
発
射
！
」
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○
東
京
湾
岸

発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
、
す
ぐ
に
バ
ー
ド
１
の
前
で
暴
発
。

シ
ョ
ー
ン
「
（
オ
フ
／
無
線
）
コ
バ
！

ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
な!

!

」

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
外
観
／
数
十
分
後

尖
塔
を
遠
方
に
望
む
横
浜
湾
岸
に
在
る
、
巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
を
擁
す
る
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
。

エ
リ
ー
「

(

オ
フ)
あ
の
塔
は
膨
大
な
α
粒
子
発
生
シ
ス
テ
ム
で
、
空
気
中

の
窒
素
と
二
酸
化
炭
素
を
酸
素
に
変
換
し
て
い
ま
す
」

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
／
臨
時
司
令
室

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
隊
員
、
長
官
が
モ
ニ
タ
を
注
視
。

エ
リ
ー
「
こ
の
ま
ま
世
界
各
国
の
塔
が
酸
素
変
換
を
続
け
る
と
、
８
週
間
で

地
球
全
体
の
大
気
組
成
が
変
わ
り
ま
す
」

シ
ョ
ー
ン
「
高
濃
度
酸
素
が
あ
の
塔
に
充
満
し
て
い
る
。
攻
撃
出
来
な
い
」

コ

バ
「
こ
の
ま
ま
手
も
出
せ
な
い
の
か
よ
…
…
。
（
激
し
く
）
く
そ
う!

!

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
地
球
の
大
気
を
変
え
、
地
上
の
生
物
を
絶
滅
さ
せ
る
つ
も
り
な

の
か
…
…
？
」

ヨ
シ
ナ
ガ
教
授
が
、
コ
ア
を
抱
え
入
っ
て
く
る
。

ヨ
シ
ナ
ガ
「
そ
う
で
は
な
い
わ
。
む
し
ろ
地
球
の
大
気
を
太
古
の
時
代
に
戻

そ
う
と
し
て
い
る
の
よ
」

シ
ョ
ー
ン
「W

h
a
t
?

」

○
デ
ロ
ス
都
市

カ
イ
ト
の
自
由
を
奪
っ
て
い
る
バ
ー
サ
ー
ク
。

ミ
ズ
キ
「
同
じ
地
球
に
住
ん
で
い
る
者
同
士
、
ど
う
し
て
争
わ
な
き
ゃ
な
ら

な
い
の!

?

そ
ん
な
に
あ
た
し
た
ち
に
滅
ん
で
欲
し
い!

?

」

バ
ー
サ
ー
ク
「
地
球
に
生
ま
れ
た
生
物
を
滅
ぼ
し
た
い
と
、
デ
ロ
ス
は
考
え

て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
地
上
の
人
間
が
地
球
の
環
境
を
変
え
て

し
ま
っ
た
為
、
デ
ロ
ス
は
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
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カ
イ
ト
「!

?

」

○
臨
時
司
令
室

コ
コ
か
ら
ア
ー
ム
が
伸
び
オ
ー
ト
マ
ト
ン

コ
ア
と
接
続
。

エ
リ
ー
「
コ
コ
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
情
報
を
解
読
中
裵
裵
。
（
エ
リ
ー
の
瞳

光
彩
が
高
速
で
動
き
）

デ
ロ
ス
は
滅
び
よ
う
と
す
る
種
族
…
…
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
裵
裵
や
っ
ぱ
り
…
…
」

エ
リ
ー
「
地
球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
が
、
人
間
の
産
業
に
よ
っ
て
薄
く
な

り
、
そ
の
為
に
太
陽
か
ら
の
有
害
放
射
線
が
地
中
に
ま
で
届
く
様

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
裵
裵
」

モ
ニ
タ
に
映
る
地
球
の
模
式
図
。
エ
リ
ー
の
説
明
を
図
示
。

ヨ
シ
ナ
ガ
「
太
陽
の
光
は
私
達
に
と
っ
て
恵
み
。
け
ど
、
オ
ゾ
ン
層
が
遮
っ

て
く
れ
て
い
る
、
私
達
に
有
害
な
宇
宙
放
射
線
を
も
放
っ
て
い
る
」

○
デ
ロ
ス
都
市

バ
ー
サ
ー
ク
「
デ
ロ
ス
は
太
陽
の
有
害
放
射
線
で
滅
び
つ
つ
あ
る
。
デ
ロ
ス

は
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
デ
ロ
ス
の
保
護
を
命
じ
た
。
バ
ー

サ
ー
ク
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い
」

ミ
ズ
キ
「
そ
ん
な
裵
裵
、
も
う
、
も
う
間
に
合
わ
な
い
の
…
…
？

人
間
は

滅
び
る
し
か
な
い
の
…
…
？
」

必
死
に
自
ら
奮
い
立
た
せ
て
い
た
ミ
ズ
キ
、
力
を
失
う
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
弱
く
笑
み
）
や
っ
ぱ
り
裵
裵
未
来
な
ん
て
…
…
」

ミ
ズ
キ
、
力
が
尽
き
、
気
を
失
っ
て
倒
れ
る
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
ィ
ィ
ィ
ィ
！

く
っ
そ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ!

!

」

カ
イ
ト
、
渾
身
の
力
で
バ
ー
サ
ー
ク
に
反
撃
。
腕
を
掴
ん
で

い
た
爪
を
無
理
矢
理
引
き
剥
が
し
、
ミ
ズ
キ
に
駆
け
寄
る
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
！

し
っ
か
り
し
ろ
ミ
ズ
キ!

!

」

ミ
ズ
キ
「
（
苦
し
げ
に
）
御
免
ね
カ
イ
ト
裵
裵
、
あ
た
し
、
や
っ
ぱ
り
…
…
」

カ
イ
ト
「
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
よ!

!

諦
め
る
な
よ!

!

ミ
ズ
キ!

!

」

ミ
ズ
キ
、
呼
吸
停
止
。

カ
イ
ト
「
こ
ん
な
事
…
…
」
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○
臨
時
司
令
室

エ
リ
ー
、
硬
直
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
ど
う
し
た
、
エ
リ
ー
」

▼
エ
リ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｖ
／
ミ
ズ
キ
の
ヴ
ァ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
、
直

線
に
な
っ
て
い
る
。

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
の
生
命
反
応
が
停
止
…
…
」

コ
バ＋

シ
ョ
ー
ン＋

ヒ
ジ
カ
タ＋

ヨ
シ
ナ
ガ
「!

!

」

エ
リ
ー
「
（
強
張
っ
た
表
情
の
ま
ま
）
ミ
ズ
キ
裵
裵
隊
員
が
…
…
」

○
デ
ロ
ス
都
市

カ
イ
ト
の
悲
痛
な
叫
び
が
、
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
如
き
巨
大
空

洞
内
に
響
き
渡
る
。

以
下
次
回
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